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第３章 アンケート調査２ インターネット調査

Ⅰ 調査結果まとめ

本調査は、ファミリー・サポート・センター事業の会員になっていない層も含めた「本事業の認知度

調査」を全国規模（6,000 人を対象）で実施した。調査項目及び結果の詳細は下表の通り。 

インターネット調査 調査項目 

（１）依頼会員となり得る

子育て世帯層（子育て家庭

の保護者） 

（N＝2,391） 

・ファミサポを知っているか 

・知っている場合、知ったきっかけ、認知経路 

・会員になっているか 

・会員になっていない場合の理由 

・子どもを預かってほしい場合、何を重視するか 

・子どもを預かってほしい場合、実際はどのようにしているか

・ファミサポ事業へのイメージ 

（２）提供会員となり得る

年代層（提供会員世代10代

～70代） 

(N=3,609) 

・ファミサポを知っているか 

・知っている場合、知ったきっかけ、認知経路 

・会員になっているか 

・会員になっていない場合の理由 

・子育て支援の活動等の経験の有無 

・子育ての地域の助け合いについて必要性を感じているか 

・ファミサポ事業へのイメージ 

1 「ファミリー・サポート・センター事業の認知度と認知経路」について  

本事業は、子ども子育て支援新制度における地域子ども・子育て支援事業の一つであり、子育て家庭

を対象とした利用者の限られた制度であるため、事業の認知度は調査対象者全体では 4 割を下回る結果

となった。また、調査対象者別では、「依頼会員となり得る子育て世帯層（子育て家庭の保護者）」の認

知度は 46.9％と 5 割を下回っており、「提供会員となり得る年代層(提供会員世代 10 代～70 代)」では

26.7％とさらに低い結果となった。さらに、本事業認知者の会員登録経験も前者では 49.5％、後者では

28.7％といずれも 5 割を下回る結果となっている。なお、両者ともに世帯収入が高いほど認知度が高く

なる傾向も見られた。 

本調査はファミリー・サポート・センター事業を実施していない市町村に居住している回答者も含ま

れる可能性があることを踏まえたとしても、この結果から、近年全国で増加の一途を辿る依頼会員数に

ついては、未だ潜在的ニーズが多くあることを示しており、提供会員の確保に向けての取り組みもさら

なる周知・広報が必要であることが分かる。 

 次に本事業を認知した経路では、両調査対象ともに「市町村の広報」が 7 割を超え、最も有効な広報

方法であることが分かった。一方で、調査対象別では次点となった「子育て関連施設・子育てイベント
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等 39.8％（依頼会員となり得る子育て世帯層）」及び「 施設 的な 事での広報 28.5％（提供

会員となり得る年代層）」がともに 4割を下回る結果となっており、 で た の認知度及び会員

登録経験の調査結果を えると「市町村の広報」 の周知・広報の方法も て模 していく必要が

あると える。 

２ 「 い 」について 

本調査では、ファミリー・サポート・センター事業の認知経路と て本事業の認知者が「会員登録

をした理由」及び「会員登録をしない理由」についても調査を った。まず、「会員登録をした理由」に

ついては、「依頼会員となり得る子育て世帯層」では、「利用 が いから」、「 の で 頼でき

るから」、「 じ地域の住 が預かってくれるから」の 3点が を める結果となった。この結果から、

ベ ー ッター 子育てタ ー等の の子育て支援に ると本事業の利用 は 的 であ

ると認 されていること 「市町村の広報」に されていること、 じ地域住 による預かりである

ことが 感につながっていることが分かる。  

また、「提供会員となり得る年代層」では、「 っている人の 助けをしたい、人の に たいから」

（82.0％）が 8 割を超えて最も高い結果となり、次いで、「 に ができたから」（43.4％）、「 し

う、子どもが きだから」（41.6％）が 4割を超える結果となっており、活動により得られる 的な

対 の理由が登録の な動 であることが分かった。 

 一方で、「会員登録をしない理由」には、前者では、「依頼する必要がなかったから」を くと、「利用

が高いから」（20.8％）、「 いにく うだから」（20.2％）、「 人に預けることに があるから」

（19.7％）が られた。これは、利用 については、登録理由の一つに であることが られ

ている一方で高 に感じる子育て家庭の保護者がいることを示した結果であると える。「 いにく

うだから」は、本事業を利用する際の方法・ 利用の際に結 れる （ または

であること）等の制度設 の さに するものと えられる。なお、「 人に預けることに が

あるから」は、 子年 が ～3 までの子育て家庭の保護者に の傾向が くなっている。また、

後者では、提供会員として登録しない理由として、「 がないから」（32.1％）、「何か があったと

きの が重す るから」（27.2％）が に られ、す ての年代（10 代～70 代）で の結

果となった。本人の多 さと提供会員としての の重さがネッ となっていると えられる。 

３「 の と に 」について 

 「依頼会員となり得る子育て世帯層」の の 活の で、実際の子どもの預け は「 」（73.2％）

「 人知人」（17.4％）、「 の 」（16.7％）などのインフ ー な 会 が多く、フ

ー な 会 である「 的支援サー 」（16.3％）が ない結果となった。また、子どもを預か

ってもらう際の重視する点として、「預かってくれる人が 頼できる」（48.3％）が最も多く、「利用

が いこと」（18.9％）、「（預かってほしい に）いつでもす に預けられる」（9.8％）の となった。

この結果と した会員登録した理由で られた「利用 が いから」及び「 の で 頼で

きるから」を踏まえると、ファミリー・サポート・センター事業は、「依頼会員となり得る子育て世帯層」

のニーズに 合しており、 の 、 人知人等のインフ ー な 会 の次に
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に入り得ることが される。 

 「 て の経 と ての の いについての 」について 

「提供会員となり得る年代層」のこれまでの子育て支援活動の経験については、「 在も活動 」（2.1％）

と「 在活動していない」（3.9％）を合 た経験 は 6.0％であり、 に ない結果となった。ま

た、「子育て支援活動の経験もなく、関 もない」（69.1％）が、「活動経験はないが関 あり」（25.0％）

を 2 の数 で多くなっており、地域住 の無関 はファミリー・サポート・センター事業だけで

の ではなく、地域の子育て支援全 に関 る であると える。一方で、地域住 の子育て

支援活動の必要性では、「必要」（19.8％）と「ある 度必要」（58.3％）を合 、78.1％が「必要」だ

と えていることから、地域の子育て支援に関する 関 をいかに することが るかが、 後

の となると えられる。地域住 の無関 を関 へと するきっかけ くり、また関 から理 ・

感につな る取り組みが 後 められている。 

 「ファミリー・サポート・センター事業 のイ ー 」について 

ファミリー・サポート・センター事業に対する 象について、「依頼会員となり得る子育て世帯層」で

は、「 頼できる」（22.8％） 「 が い」（20.2％）、「 性が高い」（13.9％）といったポジ

な 象が に られているが、一方で、「利用しにくい」（32.3％）という 用 でのネ

な 象もポジ な 象を 回る結果となった。こ らのネ な 象は、 した会員登録し

ない理由でも られており、実際の支援に入る前の ー となっていると える。 

「提供会員となり得る年代層」の 事業に対する 象では、前者と に「 頼できる」（25.5％）、「

性が高い」（19.8％）とある 度の されているものの、「 きが かりにくい」（33.3％）こと

「報 が い」（18.9％）点などネ な 象も い。また、前者と ても、 頼性 性の

象は 高いものの、「利用しにくさ」（提供会員となり得る年代層にとっての「 きの かりにくさ」）

が に高くなっている。 

の結果から、「依頼会員となり得る子育て世帯層」及び「提供会員となり得る年代層」のいずれか

らも支援前の「 きの分かりにくさ」、「利用しにくさ」がネ な 象として えられており、

本事業の制度設 を含めた き（会員登録、 の在り方、利用の れ等）の 度 地があ

ると える。 
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・  
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3 1 3 （ 者の有無） 
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と て て の 1  

・  

性別 子年 の 表  全体 性 性 

全体 2,391 1,215 1,175 

100.0  50.8  49.2  

子育て家庭の保護者（ ～3 まで）

  

725 297 428 

100.0  40.9  59.1  

子育て家庭の保護者（4～6 まで） 

  

896 492 405 

100.0  54.8  45.2  

子育て家庭の保護者（7～9 まで） 

  

769 427 342 

100.0  55.5  44.5  

表 3 2 1.性別 子年  

1

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

7

4 6

中 3

【性別 年 別】

2 3 1

女性 男性
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・  

表 3 2 2.年代別 子年  

10.2%

18.9%

52.0%

18.0%

0.8%

0.1%

25.2%

35.4%

32.9%

6.1%

0.2%

0.2%

57.8%

29.2%

11.2%

1.5%

0.2%

0.1%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

10代・20代

30代

40代

50代

60代

70代

・

て の 1

7 4 6

中 3

年代別 子年 の 

表  

全体 10 代 

・20 代 

30 代 40 代 50 代 60 代 70 代 

全体 2,391 723 675 777 203 10 4 

100.0  30.2  28.2  32.5  8.5  0.4  0.2  

子育て家庭の保護者 

（ ～3 まで） 

725 419 212 81 11 1 1 

100.0  57.8  29.2  11.2  1.5  0.2  0.1  

子育て家庭の保護者 

（4～6 まで） 

896 225 317 295 55 2 2 

100.0％ 25.2  35.4  32.9  6.1  0.2  0.2  

子育て家庭の保護者 

（7～9 まで） 

769 78 146 400 138 6 1 

100.0  10.2  18.9  52.0  18.0  0.8  0.1  
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1  

・ リア  

表 3 2 3 居住 リ 別 子年  

・ の  

（ 者の有無） 子年 の 表 全体 有り 無し 

全体 2,391 2,197 194 

100.0 91.9  8.1  

子育て家庭の保護者（ ～3 まで） 

  

725 657 68 

100.0 90.6  9.4  

子育て家庭の保護者（4～6 まで） 896 848 48 

100.0 94.6  5.4  

子育て家庭の保護者（7～9 まで）  769 692 78 

100.0 89.9  10.1  

表 3 2 4 （ 者の有無）別 子年  

89.9%

94.6%

90.6%

91.9%

10.1%

5.4%

9.4%

8.1%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

7

4 6

中 3

【 別・ 年 別】

2 3 1

居住 リ 子年

の 

全体  

・  

関  

・  

国・

・ 国 

 

・近  

 

・  

全体 2,391 218 1,109 220 659 185 

100.0  9.1  46.4  9.2  27.5  7.7  

子育て家庭の保護者

（ ～3 まで）

725 52 307 68 239 59 

100.0  7.1  42.3  9.4  33.0  8.2  

子育て家庭の保護者

（4～6 まで）  

896 103 421 80 219 73 

100.0  11.5  46.9  8.9  24.5  8.1  

子育て家庭の保護者

（7～9 まで）  

769 63 382 72 200 53 

100.0  8.2  49.7  9.3  26.0  6.8  
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11 

と 1  

 

・  

別  全体 性 性 

提供会員となり得る年代層 

（提供会員世代 10代～70 代） 

3,609 1,774 1,835 

100.0 49.1  50.9  

表 3 3 1 性別 

・  

男性 4 1

女性 50

【男女別】

年代

3 60

17 0

3 1

7 1

21

24 4

26 6

0 0 5 0 10 0 15 0 20 0 25 0 30 0

10代・20代

30代

40代

50代

60代

70代

【年代別】

年代 3 60
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1  

年代別  全体 10 代・ 

20 代 

30 代 40 代 50 代 60 代 70 代 

提供会員となり得る年代層 

（提供会員世代 10代～70 代）

3,609 614 110 257 787 882 959 

100.0 17.0  3.1  7.1  21.8  24.4  26.6  

表 3 3 2 年代別 

・ リア  

リ 別  全体 ・

 

関 ・

 

国・

・ 国

・

近  

・

 

提供会員となり得る年代層 

（提供会員世代 10代～70 代）

3,609 306 1,788 309 956 251 

100.0 8.5  49.5  8.6  26.5  6.9  

表 3 3 3 居住 リ 別

  

・

・

・ ・

・

・

【 別】

年代 3 60
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1  

 と て の調査結果 

ファミリー・サポート・センター事業の認知度 

ファミリー・サポート・センター事業の認知度は、「依頼会員になり得る子育て世帯層(子育て家庭の保

護者)」（N＝2,931）と「提供会員になり得る年代層(提供会員世代 10 代～70 代)」（N=3,609）を合

たす ての回答者（N＝6,000）では、「知っている」（16.8％）と「 いたことはある 度で につい

ては知らない」（17.9％）を合 た認知度は 34.7 であった。 

また、「依頼会員になり得る子育て世帯層」の回答では、全体ベー で 46.9％（認知度 ）であり、

層（ 子年 により 3 層に分別）で 5 割 の認知度であった。 の でも「 ～3 まで」層で

「（ まで）知っている」 が 34.3％と最も高くなっており、 事業への関 の高さが える。なお、

世帯収入が高いほど認知度が高くなる傾向も見られた。 

16.8%
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【 ・ ・ 】

6 000
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1  

全体 知っている いたことはある 

度で について

は知らない 

認知度 知らない

子育て家庭の保護者 

全体 

2,391 713 409 1,122 1,269 

100.0  29.8  17.1  46.9  53.1  

子育て家庭の保護者 

（ ～3 まで）

725 249 100 349 377 

100.0  34.3  13.8  48.1％ 51.9  

子育て家庭の保護者 

（4～6 まで）  

896 265 154 419 478 

100.0  29.5  17.2  46.7％ 53.3  

子育て家庭の保護者 

（7～9 まで） 

769 200 155 355 414 

100.0  26.0  20.1  46.1％ 53.9  

表 3 1 1.ファミリー・サポート・センター事業の認知度(依頼会員・ 子年 別) 

  全体 知っている いたことはある 

度で について

は知らない 

認知度 知らない 

100 未  31 15 7 22 9 

100.0  48.6  22.0  70.6  29.4  

100 ～200  

未  

53 14 10 24 29 

100.0  25.8  18.9  44.7  55.3  

200 ～300  

未  

102 19 17 36 66 

100.0  18.8  16.8  35.6  64.4  

300 ～400  

未  

168 37 30 67 100 

100.0  22.2  17.8  40.0  60.0  

400 ～500  

未  

312 96 41 137 175 

100.0  30.7  13.2  43.9  56.1  

500 ～600  

未  

336 91 50 141 196 

100.0  26.9  14.8  41.7  58.3  

600 ～700  

未  

326 110 46 156 171 

100.0  33.7  14.0  47.7  52.3  

700 ～800  

未  

201 72 41 113 88 

100.0  35.7  20.6  56.3  43.7  

800 ～900  

未  

159 52 32 84 75 

100.0  32.7  20.3  53.0  47.0  

900 ～1,000

未  

205 67 20 87 118 

100.0  32.6  9.9  42.5  57.5  

1,000  256 83 55 138 118 

100.0  32.5  21.4  53.9  46.1  

からない 243 59 60 119 125 

100.0  24.1  24.6  48.7  51.3  

表 3 1 2.ファミリー・サポート・センター事業の認知度(依頼会員・世帯年収別) 
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1  

２ ファミリー・サポート・センター事業 知  

ファミリー・サポート・センター事業の認知者が 事業を認知した経路では、「市町村の広報」が全体

で 71.5％、 層で 7割前後と最も高くなっている。次に、「子育て関連施設・子育てイベント等」 が

全体で 39.8％、 層で 4割から 5割であった。3 目は、「 的 関 的 事などでの広報活動」が

全体で 27.4％、 層で 2割から 3割であった。 

なお、「 ～3 まで」層では、「 施設（ 業施設等）」（26.6％） 「 関 」（25.2％）で

知ったとの回答が高かったのが 的である。 

71.5%

39.8%

13.0%

27.4%

12.0%

14.2%

10.0%

2.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

関

関

【 ・ ・ 】

1 00

0.6%

8.7%

8.1%

26.6%

35.2%

25.2%

51.1%

65.8%

3.6%

8.9%

13.3%

7.7%

21.5%

14.7%

48.3%

71.1%

1.0%

6.0%

13.4%

5.2%

23.9%

9.7%

40.0%

69.6%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

関

関

【 ・ ・ 年 別】

1 00

7 4 6

中 3
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1  

全体 市町村

の広報

子育て関

連施設、

子育てイ

ベント等

関

での

広報 

施設

的な

事での

広報 

施設

での広報

（ 業施

設等） 

ミ 

、

N  

の

 

全体 1,008 720 401 131 276 121 143 101 27 

100.0 71.5  39.8  13.0  27.4  12.0  14.2 10.0 2.7

子育て家

庭の保護

者 

（

～3 ま

で） 

249 164 127 63 88 66 20 22 1 

100.0 65.8  51.1  25.2  35.2  26.6  8.1  8.7  0.6

子育て家

庭の保護

者 

（4～6

まで） 

265 188 128 39 57 20 35 24 9 

100.0 71.1  48.3  14.7  21.5  7.7  13.3 8.9  3.6

子育て家

庭の保護

者 

（7～9

まで） 

200 139 80 19 48 10 27 12 2 

100.0 69.6  40.0  9.7  23.9  5.2  13.4 6.0  1.0

表 3 2.ファミリー・サポート・センター事業を知ったきっかけ( 数回答)(依頼会員・ 子年 別) 

３ ファミリー・サポート・センター事業 の  

ファミリー・サポート・センター事業を「知っている」者のう 、依頼会員への登録経験者は全体で

49.5％（経験 ）と 数 度にの るが、「 会者」（4.6％）をの く「 在登録者」は 45.0％であっ

た。さらに「登録のみで依頼経験なし」（19.9％）をの く「 な登録者」は 25.1％となる。

「 な登録者」は、「 ～3 まで」層で 35.3％と 2層より 10 ポイント 高くなってい

る（登録経験 も 60.1％と高い）。
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1  

表 3 3 ファミリー・サポート・センター事業への登録 （依頼会員・ 子年 別） 

  

14.8%

23.2%

35.3%

25.1%

18.6%

18.0%

22.9%

19.9%

7.5%

4.9%

2.0%

4.6%

59.2%

53.9%

39.8%

50.5%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

7

4 6

中 3

【 年 別】

2 3 1

  

全体 会員登録 

あり 

依頼経験

あり 

会員登録 

あり 

依頼経験

なし 

に登録

会した

会員登録 

経験  

会員登録

なし 

全体 713 179 142 33  360 

100.0  25.1  19.9  4.6  49.5  50.5  

子育て家庭の

保護者（

～3 まで） 

249 88 57 5 99 

100.0  35.3  22.9  2.0  60.2  39.8  

子育て家庭の

保護者 

（4～6 まで）

265 61 48 13  143 

100.0  23.2  18.0  4.9  46.1  53.9  

子育て家庭の

保護者 

（7～9 まで）

200 30 37 15  118 

100.0  14.8  18.6  7.5  40.8  59.2  
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1  

ファミリー・サポート・センター事業 の  

会員登録の理由では、全体で「利用 が いから」（51.4％）が最も高く、次に「 の で 頼

できるから」（49.3％）、「 じ地域の住 が預かってくれるから」（45.3％）の であった。これを層別

にみると、「利用 の さ」は子年 が がるにつれ を下 、 に 4 の 2層では「 じ地域

の住 が預かってくれるから」が 数 度と 1 である。 

表 3 4 1.ファミリー・サポート・センター事業への登録理由（ 数回答) (依頼会員・ 子年 別・ 

） 

登録理由 1  登録理由 2  登録理由 3  

全体 利用 が いから

51.4  

の で 頼で

きるから  

49.3  

じ地域の住 が預か

ってくれるから 

45.3  

子育て家庭の保護者

（ ～3 まで）

利用 が いから

64.9  

の で 頼で

きるから  

58.4  

じ地域の住 が預か

ってくれるから 42.7

子育て家庭の保護者 

（4～6 まで） 

じ地域の住 が預

かってくれるから 

46.4  

利用 が いから 

42.7  

の で 頼でき

るから  

41.0  

子育て家庭の保護者 

（7～9 まで） 

じ地域の住 が預

かってくれるから 

48.3  

の で 頼で

きるから  

44.9  

利用 が いから  

39.8  
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1  

3.0%

8.9%

27.2%

8.7%

24.4%

44.9%

48.3%

39.8%

1.9%

16.0%

21.0%

20.0%

31.5%

41.0%

46.4%

42.7%

0.3%

25.8%

10.3%

23.3%

31.0%

58.4%

42.7%

64.9%

1.5%

18.5%

17.9%

18.8%

29.7%

49.3%

45.3%

51.4%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

中

信

【 ・ ・ 年 別】

354

中 3

4 6 7

  

  

全体 利用 が

いから 

じ地域の住 が預

かってくれるから

(地域住 の支

え合いだから) 

が す

るため 頼で

きるから 

に利用で

きるサー

がない 

から 

全体 354 182 160 174 105 

100.0 51.4  45.3  49.3  29.7  

子育て家庭の保護者 

（ ～3 まで）

150 97 64 88 46 

100.0 64.9  42.7  58.4  31.0  

子育て家庭の保護者 

（4～6 まで） 

122 52 57 50 38 

100.0 42.7  46.4  41.0  31.5  

子育て家庭の保護者 

（7～9 まで） 

82 32 39 37 20 

100.0 39.8  48.3  44.9  24.4  
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表 3 4 2.ファミリー・サポート・センター事業への登録理由( 数回答)（依頼会員・ 子年 別） 

ファミリー・サポート・センター事業 の い  

会員登録をしない理由では、全体および 層で「依頼する必要がなかったから」が最も多かった。全

体では、「利用 が高いから」（20.8％）、「 いにく うだから」（20.2％）、「 人に預けることに

があるから」（19.7％）の であった。 層別にみると、「 ～3 まで」の層では、「 いにくさ」

と「 の高さ」が、また、4 の 2層では「 人に預ける 」 「 の高さ」が に

られている。 

  

  

人に えて 

もらったから 

子どもを地域と

の関 りの で

育てたいから 

サー の 

組みが って

いるから 

の  

全体 66 63 65 5 

18.8  17.9  18.5  1.5  

子育て家庭の保護者 

（ ～3 まで） 

35 15 39 1 

23.3  10.3  25.8  0.3  

子育て家庭の保護者 

（4～6 まで） 

24 26 19 2 

20.0  21.0  16.0  1.9  

子育て家庭の保護者 

（7～9 まで） 

7 22 7 2 

8.7  27.2  8.9  3.0  

  

  

全体 利用 が

高いから 

じ地域の

住 に 

預けたく 

ないから 

が

する支援だ

が 頼でき

ないから 

に利用

できるサ

ー が

あるから

子どもを地域と

の関 りの で

育てたいとは

ないから 

全体 534 111 47 52 45 22 

100.0  20.8  8.7  9.8  8.5  4.2  

子育て家庭

の保護者（

～3

まで） 

161 27 23 27 10 16 

100.0  16.7  14.1  17.1  6.2  10.0  

子育て家庭

の保護者（4

～6 まで）

203 44 16 8 14 2 

100.0  21.6  7.9  4.1  6.8  0.8  

子育て家庭

の保護者（7

～9 まで）

170 40 8 17 22 5 

100.0  23.7  4.7  9.8  12.8  2.7  
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1 

20.8%

8.7%

9.8%

8.5%

4.2%

9.8%

20.2%

19.7%

7.2%

8.5%

41.4%

3.4%

16.7%

14.1%

17.1%

6.2%

10.0%

9.7%

27.5%

16.2%

2.8%

8.0%

38.0%

1.9%

21.6%

7.9%

4.1%

6.8%

0.8%

9.7%

19.7%

22.2%

9.1%

6.4%

42.1%

4.2%

23.7%

4.7%

9.8%

12.8%

2.7%

10.0%

13.8%

20.0%

9.3%

11.7%

43.7%

3.8%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0% 45.0% 50.0%

信

中

【 ・ ・

年 別】

534

中 3

4 6 7

― 117 ―



 

  

  

サー の

組みが 

っていな

いから 

いに

く う

だから

人に子ど

もを預ける

ことに

があるから

家 が

対 し

たから 

新

イ 感

の感 の れ

があったから 

依 頼 す る

必要が 

な か っ た

から 

の

 

全体 52 108 105 39 46 221 18 

9.8  20.2  19.7  7.2  8.5  41.4  3.4

子育て家庭

の保護者 

（ ～3

まで） 

16 44 26 4 13 61 3 

9.7  27.5  16.2  2.8  8.0  38.0  1.9

子育て家庭

の保護者 

（4～6 ま

で） 

20 40 45 19 13 86 9 

9.7  19.7  22.2  9.1  6.4  42.1  4.2

子育て家庭

の保護者 

（7～9 ま

で） 

17 24 34 16 20 75 6 

10.0  13.8  20.0  9.3  11.7  43.7  3.8

表 3 5 ファミリー・サポート・センター事業への登録をしない理由( 数回答)（依頼会員・ 

子年 別） 

て いと 経 の について 

子どもを預かってほしいと った経験では、「ある」が全体で 63.8％であった。子どもを預かっても

らう際の重視点は、「預かってくれる人が 頼できる」（48.3％）が最も多く、「利用 が いこと」

（18.9％）、「（預かってほしい に）いつでもす に預けられる」（9.8％）の で、全体でも層別でも

は らなかった。 

また、「子どもの預け 」については、全体、層別ともに「 に預かってもらう」が最も多く、次

に「預かり がみつからなかった（ 分で子どもをみた）」結果となったが、3 は 層で が

見られた。 
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3 6 1 子どもを預かってほしいと った経験 

3 6 2 子どもを預ける場合の重視点 

, 63.8%

, 36.2%

【 】

(N=2,391)

18.9%

48.3%

6.4%

6.5%

9.8%

2.3%

3.2%

1.8%

2.5%

0.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

信

・

近

【 】

(N=1,526)
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73.2%

16.7%

9.7%

17.4%

16.3%

12.1%

24.7%

1.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

近

・

【 】

1 526

65.1%

22.8%

15.4%

19.7%

16.3%

12.6%

23.2%

1.5%

78.2%

14.0%

6.6%

14.7%

15.1%

10.8%

22.0%

1.4%

74.5%

14.5%

8.1%

18.9%

17.9%

13.5%

29.7%

1.1%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

近

・

【 年 別】

1 526

中 3 4 6 7
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預け  全体 に預か

ってもらう 

の

に預かっ

てもらう 

近 の住 の

方に預かって

もらう 

人・知人に

預かってもら

ったり、預け

合ったりする 

全体 1,526 1,117 255 148 266 

100.0 73.2  16.7  9.7  17.4  

子育て家庭の保護者 

（ ～3 まで）

451 293 103 70 89 

100.0 65.1  22.8  15.4  19.7  

子育て家庭の保護者 

（4～6 まで） 

611 478 85 40 90 

100.0 78.2  14.0  6.6  14.7  

子育て家庭の保護者 

（7～9 まで） 

464 345 67 38 87 

100.0 74.5  14.5  8.1  18.9  

預け  的な支援サー

を利用する 

のサー

（ベ ー ッタ

ー等）を利用する

預かり がみつか

らなかった（ 分で

子どもをみた） 

の  

全体 249 185 377 20 

16.3  12.1  24.7  1.3  

子育て家庭の保護者

（ ～3 まで）

73 57 104 7 

16.3  12.6  23.2  1.5  

子育て家庭の保護者

（4～6 まで） 

92 66 135 8 

15.1  10.8  22.0  1.4  

子育て家庭の保護者

（7～9 まで） 

83 62 138 5 

17.9  13.5  29.7  1.1  

表 3 6 3 子どもの預け ( 数回答)(依頼会員・ 子年 別) 
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ファミリー・サポート・センター事業の  

ファミリー・サポート・センター事業に対する 象では、全体で「 頼できる」（22.8％） 「 が

い」（20.2％）、「 性が高い」（13.9％）といったポジ な 象が に られているが、一

方で、「利用しにくい」（32.3％）という 用 でのネ な 象も に られた。 

利用  頼性 

  全体 利用 が い 利用 が高い 頼できる 頼できない

全体 2,391 483 450 545 365 

100.0  20.2  18.8  22.8  15.3  

子育て家庭の保護

者（ ～3 まで）

725 170 134 185 142 

100.0  23.4  18.5  25.5  19.6  

子育て家庭の保護

者（4～6 まで）

896 160 180 192 125 

100.0  17.8  20.1  21.5  14.0  

子育て家庭の保護

者（7～9 まで）

769 153 135 168 98 

100.0  19.9  17.6  21.9  12.8  

性 利用し すさ の  

性が高い 性が低い 利用し すい 利用しにくい

全体 332 238 379 772 27 

13.9  10.0  15.9  32.3  1.1  

子育て家庭の保護

者（ ～3 まで）

126 67 98 185 3 

17.4  9.2  13.5  25.5  0.4  

子育て家庭の保護

者（4～6 まで）

89 102 138 357 15 

9.9  11.4  15.4  39.8  1.7  

子育て家庭の保護

者（7～9 まで）

117 69 143 230 9 

15.2  9.0  18.5  29.9  1.2  

表 3 7 ファミリー・サポート・センター事業の 象( 数回答) （依頼会員・ 子年 別） 
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 と の調査結果 

ファミリー・サポート・センター事業の認知度  

「提供会員となり得る」層でのファミリー・サポート・センター事業への認知度は全体で 26.7％（認知

度 ）と、依頼会員層の 46.9％（認知度 ）と、20ポイント低くなっている。「知っている」も 8.2％と

依頼会員層（29.8％）の 3分の 1 下にとどまっている。 

また、 別では、 性の認知度 33.1％に て 性の認知度は 20.0％と 10 ポイント 低くなっ

ている。年代別の認知度では、30 代 下と すると 40 代 の方が高いがいずれも 3 割を下回

る認知度であった。なお、世帯収入が高いほど認知度が高くなる傾向も見られた。 

2

1 5

73 3

ファミリー・サポート・センター事業の認知度

と
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表 3 1 1 ファミリー・サポート・センター事業の認知度（提供会員） 

ファミリー・サポート・センタ

ー事業の認知度  

詳細 

知っている いたことは

ある 度で 

について

は知らない 

認知度 知らない 

性 110 245 355 1,419 

6.2  13.8  20.0％ 80.0  

性 185 422 607 1,229 

10.1  23.0  33.1％ 66.9  

10 代・20 代 60 58 126 496 

9.7  9.5  19.2  80.8  

30 代 8 19 27 84 

6.9  17.0  23.9％ 76.1  

40 代 27 48 75 182 

10.4  18.8  29.2％ 70.8  

50 代 76 134 210 577 

9.6  17.0  26.6％ 73.4  

60 代 54 184 238 644 

6.2  20.8  27.0％ 73.0  

70 代 70 224 294 664 

7.3  23.4  30.7  69.3  

表 3 1 2 ファミリー・サポート・センター事業の認知度（提供会員・ 別・年代別）

ファミリー・サポー

ト・センター事業の

認知度  

全体 知っている いたことは

ある 度で 

について

は知らない 

認知度 知らない 

提供会員となり得る

年代層（提供会員世代

10 代～70代） 

3,609 295 667 962 2,647 

100.0  8.2  18.5  26.7  73.3  
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  全体 知って 

いる 

いたことはある

度で に 

ついては知らない

認知度 知らない

全体 

提供会員となり得る年代

層（提供会員世代 10 代～

70 代） 

3,609 295 667 967 2,647 

100.0  8.2  18.5  26.7  73.3  

100 未  227 2 41 43 184 

100.0  0.9  18.2  19.1  80.9  

100 ～200 未  308 15 52 67 241 

100.0  4.9  17.0  21.9  78.1  

200 ～300 未  358 20 60 80 278 

100.0 5.5  16.8  22.3  77.7  

300 ～400 未  392 19 71 90 302 

100.0  4.9  18.1  23.0％ 77.1  

400 ～500 未  320 26 46 62 248 

100.0  8.3  14.4  22.7％ 77.4  

500 ～600 未  313 54 70 124 190 

100.0  17.2  22.2  39.4  60.6  

600 ～700 未  177 17 34 51 126 

100.0  9.4  19.4  28.8  71.3  

700 ～800 未  203 30 48 78 125 

100.0  14.9  23.7  32.7  61.4  

800 ～900 未  167 17 50 67 99 

100.0  10.3  30.2  40.5  59.4  

900 ～1,000 未

 

139 16 18 34 105 

100.0  11.4  13.2  24.6  75.4  

1,000  344 42 70 112 232 

100.0  12.3  20.3  32.5  67.5  

からない 659 36 106 142 517 

100.0  5.5  16.0  21.5  78.5  

表 3 1 3 ファミリー・サポート・センター事業の認知度（提供会員・世帯年収別）
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２ ファミリー・サポート・センター事業 知  

ファミリー・サポート・センター事業の認知者が 事業を認知した経路では、全体で「市町村の広報」

で知ったものが 77.8％と最も高く、次いで、「 施設 的な 事での広報」28.5％、「子育て関連施

設・子育てイベント等」は 22.4％となり、次点 のきっかけと きく が く結果となった。  

なお、 別及び年代別においても「市町村の広報」が最も高くなっているが、次点 については

の があった。 

4.9%

14.9%

20.6%

8.1%

28.5%

3.6%

22.4%

77.8%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0%

関

関

【 ・ ・ 】

年代 2 5

ファミリー・サポート・セン

ター事業を知ったきっかけ  

全体 市町村の 

広報 

子育て関連

施設、子育

てイベント

等 

関  

での広報 

施設

的な 事

での広報 

提供会員となり得る年代層 

（提供会員世代 10代～70 代）

295 229 66 11 84 

100.0  77.8  22.4  3.6  28.5  
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1 

(詳細) 市町村

の広報

子育て

関連施

設、 

子育て

イベン

ト等 

関

での広報

施設

的な

事での

広報 

施設

での広報

（ 業施

設等） 

ミ ー

ージ、

N  

の

性 78 32 7 40 22 34 35 4 

71.1  29.1  6.1  36.6  20.4  31.3  31.9  3.3  

性 151 34 4 44 1 26 9 11 

81.8  18.3  2.1  23.7  0.8  14.3  4.8  5.9  

10代・20

代 

42 24 0 18 13 31 31 0 

69.7  39.4   30.3  21.1  51.4  51.4   

30 代 4 2 1 2 1 3 3 0 

47.1  29.4  11.7  29.4  11.7  35.3  35.3   

40 代 18 9 3 7 2 4 3 0 

68.2  32.0  9.9  25.9  7.8  15.9  9.9   

50 代 63 9 3 17 2 5 4 5 

82.5  12.3  4.4  22.8  2.6  6.1  5.2  6.1  

60 代 48 12 3 14 3 7 3 4 

88.5  21.7  5.1  25.6  6.3  12.8  5.1  7.7  

70 代 55 10 1 26 3 11 1 6 

78.4  14.8  1.3  36.4  4.0  16.3  1.3  8.1  

表 3 2 ファミリー・サポート・センター事業を知ったきっかけ( 数回答)（提供会員・ 別 

・年代別） 

３ ファミリー・サポート・センター事業 の  

ファミリー・サポート・センター事業を「知っている」と回答した人のう 、提供会員の登録経験者

は全体で 28.7％（経験 ）である。う 、「登録のみで援助経験なし」（2.3％）と「 会者」（3.7％）を

く な登録者は 22.7％となる。 

ファミリー・サポート・セン

ター事業を知ったきっかけ  

施設での広報

（ 業施設等） 

ミ ー ー

ジ、 N  

の  

提供会員となり得る年代層 

（提供会員世代 10代～70 代）

24 61 44 15 

8.1  20.6  14.9  4.9  
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（詳細） 会員登録あり 

援助経験あり

会員登録あり 

援助経験なし

に登録 

会した 

会員登録 

経験  

会員登録

なし 

性 39 2 4 45 65 

35.4  2.1  3.5  41.0  59.0  

性 28 4 7 39 146 

15.3  2.4  3.6  21.3  78.7  

10 代・20 代 36 0 0 36 24 

60.6    60.6  39.4  

30 代 3 1 0 5 4 

41.2  11.7   52.9  47.1  

40 代 5 3 2 10 17 

17.7  12.0  7.8  37.5  62.5  

50 代 9 3 4 16 61 

11.4  3.5  5.3  20.1  79.9  

60 代 8 0 3 11 43 

14.1   6.4  20.5  79.5  

70 代 7 0 1 8 62 

9.5   1.3  11.8  89.2  

表 3 3 ファミリー・サポート・センター事業への登録 （提供会員・ 別・年代別） 

経  

経  

に   

1

【 ・ ・ 】

年代

2 5

  

  

全体 会員登録

あり 

援助経験

あり 

会員登録

あり 

援助経験

なし 

に 

登録 

会した

会員登録

経験  

会員登録

なし 

提供会員となり得

る年代層(提供会

員世代（10代～70

代） 

295 67 7 11 85 210 

100.0  22.7％ 2.3  3.7  28.7  71.3  
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ファミリー・サポート・センター事業 の  

会員登録の理由では、「 っている人の 助けをしたい、人の に たいから」が 82.0％で最も高

く、次いで、「 に ができたから」（43.4％）、「 し う、子どもが きだから」（41.6％）となっ

ている。 

全体 

て
い
る
人
の

助
け
を
し
た
い

人
の

に

た

い
か
ら

し

う

子
ど
も

が

き
だ
か
ら

子
育
て
経
験
が
活

か

る
か
ら

子
育
て
に
関
し
て

分
と

じ
よ
う

な

に

か
れ

て
い
る
人
の

助

け
を
し
た
い
か
ら

に

が
で

き
た
か
ら

地
域

会
に

し
が
し
た
い
か

ら

子
育

て
の

な
ど

会

の

に

た
い
か
ら

の

提供会

員とな

り得る

年代層

（提供

会員世

代 10

代～70

代） 

74 61 31 19 6 32 25 11 0 

100.0  82.0  41.6 25.2  8.3  43.4  34.0  14.5   

表 3 4 ファミリー・サポート・センター事業への登録理由( 数回答)（提供会員）

1

1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

関

ファミリーサポートセンター事業 の

と
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ファミリー・サポート・センター事業 の い  

会員登録をしない理由では、「 がないから」（32.1％）が最も高く、次いで、「（何か のあった

ときの） が重す るから」（27.2％）、「新 イ 感 の れ」（19.5％）となっており、

本人の多 さと の重さがネッ となっている。一方で、本人 の理由である「家 が 対したか

ら」（2.6％）及び「家 の理 が得られないから」（3.8％）は、登録しない理由の で低い結果となっ

ていることが分かる。 

全体 活
動
�
興
味
�
�
�
�
�

時
間
�
�
�
�
�

報
酬
�
安
�
�
�

何
�
問
題
�
�
�
�
�
�
�

責
任
�
重
す
�
�
�
�

家
族
�
理
解
�
得
�
�
�
�

�
�

研
修
�
負
担
�
�
�

同
�
地
域
�
人
�
関
�
�
�

�
�
�
�
�

家
族
�
反
対
�
�
�
�

新
型
�
�
�
�
�
�
�
感
染
症

�
感
染
�
恐
�
�
�
�
�
�
�

活
動
�
依
頼
�
�
�
�
�
�

� �
�
他

提

供

会

員

228 36 73 9 62 9 37 10 6 44 36 27 

100.0 15.7 32.1 4.1  27.2 3.8  16.2 4.2  2.6  19.5 15.6 11.7

表 3 5 ファミリー・サポート・センター事業への登録をしない理由( 数回答)（提供会員） 

1

1

1

1

1

1

11

0% 20% 40% 60% 80% 100%

関

【 】

年代 22
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て 経 について 

これまでの子育て支援活動の経験では、全体で「 在も活動 」（2.1％）と「 在活動していない」

（3.9％）を合 た経験 は 6.0％と に低い結果となった。なお、「活動経験はないが関 あり」

（25.0％）という関 層も 在している一方で、「子育て支援活動の経験もなく、関 もない」（69.1％）

が最も高い結果になった。 

表 3 6 子育て支援活動経験について（提供会員・ 別・年代別） 

子育て支援活

動経験  

  

全体 子育て支援

活動経験 

あり 在

活動  

子育て支援

活動経験 

あり 在

活動なし 

子育て支援

活動経験 

あり 

子育て支援

活動経験 

なし 

関 あり

子育て支援

活動経験 

なし 

関 なし

提供会員となり

得る年代層 

(提供会員世代

10 代～70代） 

3,609 75 140 215 901 2,493 

100.0  2.1％ 3.9  6.0％ 25.0  69.1  

(詳細) 子育て支援

活動経験 

あり 在

活動  

子育て支援

活動経験 

あり 在 

活動なし 

子育て支援

活動経験 

あり 

子育て支援

活動経験 

なし 

関 あり 

子育て支援

活動経験 

なし 

関 なし

性 43 62 105 436 1,232 

2.4  3.5  5.9  24.6  69.5  

性 32 78 110 465 1,261 

1.8  4.2  6.0  25.3  68.7  

10 代・20 代 31 18 49 109 456 

5.0  3.0  8.0％ 17.7  74.3  

30 代 4 0 4 19 86 

4.0   4.0％ 17.4  78.1  

40 代 6 8 14 56 187 

2.3  3.1  5.4  21.7  73.0  

50 代 12 31 43 171 574 

1.5  3.9  5.4  21.7  72.9  

60 代 9 28 37 231 614 

1.0  3.2  4.2  26.1  69.7  

70 代 13 55 68 316 575 

1.4  5.7  7.1  32.9  60.0  
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の て の について 

「地域住 の子育て支援活動の必要性」では、「必要」（19.8％）と「ある 度必要」（58.3％）を

合 て、78.1％が「必要」だと えている結果となった。 

地域の住 が助け

合う子育て支援の必要性

必要だと 

っている 

ある 度 

必要だと う 

あまり必要 

だと ない 

必要だと 

ない 

全体 
3,609 713 2,105 362 

100.0  19.8  58.3  10.0  

性 352 981 190 251 

19.8  55.3  10.7  14.2  

性 362 1,124 172 178 

19.7  61.2  9.4  9.7  

10 代・20 代 133 298 42 142 

21.6  48.5  6.8  23.1  

30 代 17 58 10 25 

15.8  52.6  9.3  22.3  

40 代 44 133 38 43 

17.1  51.6  14.6  16.6  

50 代 117 489 91 90 

14.8  62.2  11.6  11.4  

60 代 178 524 107 72 

20.2  59.4  12.1  8.2  

70 代 224 603 75 58 

23.4  62.9  7.8  6.0  

表 3 7  地域の住 が助け合う子育て支援の必要性について（提供会員・ 別・年代別） 

19.8%

58.3%

10 0

11

【 性】

3 60
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ファミリー・サポート・センター事業の  

提供会員となり得る年代層の 事業に対する 象では、「 頼できる」（25.5％）、「 性が高い」

（19.8％）とある 度の されているものの、「 きが かりにくい」（33.3％）こと 「報 が

い」（18.9％）点などネ な 象も い。また、依頼会員（子育て家庭の保護者層）と ても、

頼性 性の 象は 高いものの、「利用しにくさ」（提供会員となり得る層にとっての「 き

の かりにくさ」）が に高くなっている。 

  
利用  頼性 

  
全体 報 が高い 報 が い 頼できる 頼できない 

提供会員となり

得る年代層 

（提供会員世代

10 代～70代） 

3,609 153 683 920 275 

100.0  4.2  18.9  25.5  7.6  

性 きの かり すさ 
の

性が高い 性が低い 
きが 

かり すい 

きが 

かりにくい

提供会員となり

得る年代層 

（提供会員世代

10 代～70代） 

715 425 492 1,202 210 

19.8  11.8  13.6  33.3  5.8  

表 3 8 2  ファミリー・サポート・センター事業の 象( 数回答)（提供会員）  

― 133 ―



 

(詳細)
利用  頼性 性 

きの かり

すさ 

の
報 が

高い 

報 が

い 

頼 

できる

頼で

きない

性

が高い

性

が低い

き

が か

り す

い 

き

が か

りにく

い 

性 93 318 455 144 409 169 255 631 96 

5.2  17.9  25.6  8.1  23.0  9.5  14.4  35.6  5.4  

性 60 365 466 131 306 256 236 571 114 

3.3  19.9  25.4  7.2  16.7  14.0  12.9  31.1  6.2  

10 代・

20 代 

54 118 189 51 171 16 123 184 11 

8.9  19.2  30.7  8.3  27.8  2.7  20.1  29.9  1.8  

30 代 5 18 23 8 21 17 19 43 3 

4.5  16.2  20.7  6.9  18.6  15.4  17.0  39.3  2.4  

40 代 16 49 50 26 43 34 27 95 10 

6.2  19.2  19.5  10.1  16.7  13.2  10.5  37.0  3.7  

50 代 26 152 160 74 131 111 73 273 42 

3.4  19.4  20.4  9.4  16.7  14.1  9.3  34.7  5.3  

60 代 21 169 213 69 157 116 112 303 60 

2.4  19.2  24.1  7.8  17.8  13.1  12.7  34.4  6.8  

70 代 30 176 286 48 192 130 137 304 85 

3.1  18.3  29.8  5.0  20.1  13.6  14.3  31.7  8.9  

表 3 8 2  ファミリー・サポート・センター事業の 象( 数回答) （提供会員・ 別・年代別） 
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Ⅳ インターネット調査自由記述まとめ

1

2

〇 信頼：374

・ 預けたい時に信頼できる人に預けられる

・ 信頼できそうな内容なので機会があれば利用したい

・ 預けるほうと預けられる方との信頼関係が一番大切でお互いを尊重することが基本だと思います。一
般的な私立の保育所との違いや位置づけを良く相互に理解しあうことが大事だと思います。

・ 安心、信頼して預けられるよう、面談や研修等で細やかなフォローをお願いしたいです。

・ 積極的な情報の開示・共有による信頼感の醸成。

・ 近所の人とはいえ、まったく素性のわからない人に子供を預ける事に不安を覚える。相手が本当に信
頼できる人物かどうかわからないので、その辺りを解消する方法があれば良いと思う。

・ 会員登録が容易でかつ信頼できる会員であること。 犯罪歴のある人は登録できないこと。

・ 本当に信頼のある方なのか、どのような基準で選ばれているのか心配

・ 信頼できる提供会員だと良いが、なかなか信頼出来ないので預けたいと思わない。 事前に提供会員の
人となりを知るためにもお試し制度があると良い。

・ 大切な子供を預けるわけだから、とにかく信頼できる人材育成に取り組んで欲しい。

・ 知らない個人宅に預けることに抵抗があって。 逆にうちにシッターをお願いすることも抵抗ありま
す。お金の有無じゃなく、信頼関係を築いた人にお願いしたいと思うので、その保護者同士で密なお
付き合いを今までしてこなかったからそこも抵抗あります。個人間はトラブルがこわいので利用は嫌
です.

・ どこまで信頼できるかわからない

内容別集計

記載内容（抜粋）

全回答者に対し、ファミリー・サポート・センター事業に求めることや期待することについて聞いたとこ
ろ以下の回答が寄せられた。

(n=1,518)
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〇 ：2

・ 子供の安全を ることが組 として できているかが だと思う。

・ 子供の安全性の 保と 一の 合の

・ 子供に対する安全性が一番。その で 金が いやすい であること。

・ 子供の安全が 番なので信頼できる人である事が 番の です。 や、 待、安全対 の不 など
な ー があるので預けるなら安心安全でお願いしたいです。

・ 子供の安全性が られるかどうか。個人情報が られるかどうか。

・ 安心安全な が 的に かるようにして欲しい

・ 預かる の方の 基準を けて、安全、安心して預けられるようにしてほしいです

・ 子供の預かり、 等提供会員の安全 理が 切にできるか かの を事業 として 切に
うことができるか。

・ 安全性。 利用 金が くなってもいいので、預け の や研修、 理などをしっかりしてほしい。

・ より安全に子育てをサポートしてほしいです。サー の を めてほしいと思います。

〇 ：1

・ シン ル や、 の事情で子育てを手 う者がいない 合など、 でのサポートをしてくれ
る。  員や り の ン ーなどと してくれると なお有り いのでは

・ 会で子育てをしていく 組 として できる

・ 子育て に するように を けて欲しいです。 私はこのような制度があることを知りませんで
した。 制度はとても良いものだと思います。

・ 無知は いので、どこかで知れる機会を らなければならないと思いました。 せっかくこのような
サー があるのに知らないで子育てが わってしまう方が大 かと思う

・ が子育てをしている時にこういう制度とかシ が欲しかったです 。 まではできなくて
も とかある 度信頼できる人 にしっかりした報 を ってやる きだと思います。

・ の子供は が子育てをす き

〇 ：127

・ 金が安いので預けやすいと思った。

・ 金無 で である きだ

・ 利用 金が いので利用しやすいとは思えません。

・ 金が ければ利用しやすい。子供の 等は、時間制でなく回 制にしてほしい。

・ の所 、子供の人 による 金 が かと

・ 金が くても良いから、す に預けれる 制をとってほしい。

・ 金などは 間に て安いなと感じました。ただ、 頼するときに するにも時間がかかり、す
に利用とはならないので、そこが リ れれば良いなと感じます。

・ 時間 くらいなら近所の 所のほうがよっ ど安いですよ。ファミリーサポートというくらい
なら思い切って 時間 安でやって たらいかがですか

〇 ：1 2

・ 的な を して、よりしっかりした制度になって欲しい

・ とにかくシン ル ー の を して欲しい。 の りにも大 に しんでいるシン
ル ー がいっ いいる。 をもっと してほしい。

・ 、出 した れた方全ての方にこのような がある事を えて、登録を全員し、今よりもっと
もっと利用に対して ー ルを下 、 立してしまわないようにしてあ たいと思う

・ 個人の 利 の や による無 な情報の 用により とは違ったサー の になる。こ
の時 の子育て の内容を してほしい。

・ もっと の を かせる提供会員を やして欲しい。 のサポートが るい。 のと
き、 宅も会員宅も無理なときに える 所・ を、 などに一 って欲しい。
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〇 ： 3

・ で子育て することは、とても良いと思います。

・ とに がありす るかも。

・ 良い制度だと思います。 に 付く制度に すればよい。

・ で子どもを育てるという づけ。 個人情報に関する度を た制 や子供が も ないほ
どの 心の え付けがなくなればいいと思う。

・ や 会で子育てを することは良いことです。 頼と提供をいかに ー に取り てるかが
だと思います。信頼できる提供者を の で準 することは では かもしれませんが、

会では ではないでし うか。

・ 会で子育てを して子供たちが やかに育ってほしい。子供を預けても安心だと思える相手
と ッ ン できればいいし、トラブルになった時の対 に関しても情報が開示 れればよいと思
う。

〇 ： 3

・ 預かった子供に かあった 合の は、サポートセンターが全面的に ってくれるのでし うか
その保 がないと には しいと思います。

・ どの 度の配 をして預かればよいのか また不 の事 などが こった の対 はどのような
を わなければならないのか、 の 会事情では 方に不安があるでし う。

・ 法的な の所 が になるし会員間で める有 では に かにつけて が するのではとお
もうと積極的に関わる が せてしまう。

・ 時間に があり子どもが きなので して たいと思うが、 が一の事 などのときに が
い切れるのか不安。心に が ってしまうような事 が きるかもしれないと し い がする。

・ 今の の とてもありがたい事業ですが、 を う 事ですのでとても心配はあります。

・ 子供を預けた相手が 者で、 か犯罪に き まれてしまった 合に、 が を取るのか、どう
いった を けられるのかが になっていないと、 くて預けることはできない。

・ があったときに提供会員の があまり われないような 組 にす き。

・ が じそうな事業は が を って う きである

・ 子供に事 が きないような 制や、 が一事 が きた 合の 所 等を に める があ
ると思います。

〇 ー ： 3

・ 報 は安いが、無 だと頼 にくいとおもうので良いと思う。これから なサー だと思う。

・ の良い提供会員によってサー の や信頼性の が られることや知 度が していくこと。

・ サー を ける の、 的な有利・不利の解消。

・ でも な時に安心して利用できるサー になればいいと思います。

・ 当 にや が出た時でも預かってくれるサー

・ サー シ の 築と と れるところ の 知 。 な出 の 。

・ ト フォー ン が いサー を期待しています

・ し 手 きなどが でサー を利用し易いことを期待してます。また、 にサー を利用
したい時に対 であることを期待してます。

・ 登録制で が提供するサー なので安心

〇 ：

・ 知 をして、このような制度があることをたく んの人が知る がある

・ 一般の人にもしっかり 知してほしい
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・ 利用者 が ら ないと がわからないような な ではなく、子どもの有無に関わら 全
員がその を知る く 知 知する き。

・ 制度を知らない人が いと思うので 知が と思われる

・ きちんとサポートしてくれているのか かりにくいから、やっている内容を 知して欲しい

〇 ：

・ 性は無いが手が いている人が に子育て を えられる 組 は素 らしい。 金が安
いのも 。

・ 性はなくても、 が信頼でき、子供 を かく ってもらえればそれで良いです。
の や の 等からの 待や も するいまは、人選を しくして きたいと思いま

す

・ 性があり信頼できそう

・ 性を った人の を不 としてほしい。

・ 性が不 で信用にかけます。預けるのが い。今まで や保育 にしか預けたことがない
ので、信頼できません。

・ も れる 的な人がいること。

・ 性と安全性の 保を求めたい

〇 3

・ 報 が安いと思う

・ 報 が ない。 金は保 しないと

・ ある 事のわりに報 が い。 共 の を する がある。

・ を る なので、それに 合った報 が欲しいです。

・ の を い、報 を 金 に き る きだと える。

・ 報 が ければ提供会員になって たい

・ 子供を預かる にとっても、子供の のない を ていると ト などなくなり また の
につながったりと おまけに報 までもらえるんだったら、 ラ の 用でしか ないと思いま

す。

〇 ：3

・ 子 や共 き のために子供を預かり安心できる 所で子供を預かっておく 所があることは
大事だと感じる。また 保護 者の も保護者の く りにも するだろう。

・ ったときは け合うのはいいが、 宅では預かりたくない。

・ 子供の保育 の預かりは かります

・ 個人宅ではなく、 で預かりサー をしてくれること

〇 ：23

・ な制度だと思う。提供会員にどのような 育を っているかも 報すると、不安の解消につなが
ると思う。 に を って、内 を付 してはどうか。

・ 提供会員は を 時間 開 との事だが、 頼会員の立 からするともう し しても
らってからの方がより安心して預けられると思う。

・ 提供会員の方がどのような を けてどのような えを っている方なのかわかると安心する。

・ を けてから 開 とありますが、もう し い期間 かと思いました。預けるのには信頼
性がないと心配です。

・ だけでは預けられるか不安。 時間でも知らない人に子供を預けるのは不安。 の 立や、預
かってくれる方の面談などが出来たらいいと思う。
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